
証券コード　6037

2023年10月12日

（電子提供措置の開始日　2023年10月６日）

株　主　各　位
東京都中央区八丁堀三丁目３番５号

住友不動産八丁堀ビル５階

株式会社ファーストロジック
代表取締役社長 坂 口 直 大

第18回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

　さて、当社第18回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご案内申し

あげます。

　本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の

下記ウェブサイトに「第18回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項

を掲載しております。

当社ウェブサイト（https://www.firstlogic.co.jp/ir/stock/meeting/）

　また上記のほか、下記ウェブサイトにも掲載しております。

東京証券取引所ウェブサイト

（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）

　上記ウェブサイトにアクセスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、

「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択のうえ、ご覧ください。

　議決権の事前行使にあたっては、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主

総会参考書類をご検討いただき、議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示

のうえ、2023年10月26日（木曜日）午後６時00分までに到着するようご返送くだ

さいますようお願い申しあげます。

　なお、書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、

議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱

いいたします。

敬　具
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１．日 時 2023年10月27日（金曜日）午前10時00分(受付開始:午前９時20分)

２．場 所 東京都中央区京橋一丁目10番７号

KPP八重洲ビル　12階　AP東京八重洲Gルーム

３．目 的 事 項

報 告 事 項 第18期（2022年８月１日から2023年７月31日まで）事業報告及

び計算書類報告の件

決 議 事 項

第１号議案 剰余金処分の件

第２号議案 取締役４名選任の件

第３号議案 監査役１名選任の件

第４号議案 補欠監査役１名選任の件

記

以　上

　株主総会にご出席の株主様へのお土産はありません。何卒ご理解を賜りますよ

うお願い申しあげます。

　また、本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子

提供措置事項を記載した書面をお送りいたします。

　なお、株主総会参考書類並びに事業報告及び計算書類に修正が生じた場合は、

修正後の事項をインターネット上の当社ウェブサイト及び東証ウェブサイトに掲

載いたします。
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(2022年８月１日から
2023年７月31日まで)

（添付書類）

事　 業　 報　 告

１. 会社の現況

(1) 当事業年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果

当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響の

緩和と社会活動の正常化が進む中、ゆるやかな持ち直しの動きがみられま

した。しかしながら、円安や物価高、長引くウクライナ情勢、海外におけ

る金融不安の台頭等、多くの懸念材料により依然として先行き不透明な状

況が続いております。一方で、当社の事業に関連するインターネット広告

の市場規模につきましては、2022年（１月～12月）（注）の市場規模は前

年比14.3%増と拡大しております。このような環境の下、当社は「公正な

不動産投資市場を創造する」をビジョンとして、不動産投資ポータルサイ

ト「楽待」を運営してまいりました。

　「楽待」では、有料会員サービス「楽待プレミアム」において不動産投

資に関する質の高い記事及び動画を継続して発信し、不動産投資家への有

益なコンテンツの提供を充実させ会員数の増加を図っております。また、

高度なAIテクノロジーであるChatGPTを活用し、不動産会社が利用しやす

い機能をリリースするなど営業強化における施策も行ってまいりました。

さらに「不動産投資の楽待公式アプリ」の質を高めていくことで「楽待」

の利用価値を向上させていると考えております。

　これらの結果、当事業年度の営業収益は2,093,089千円（前期比11.6%

増）となり、営業利益は1,125,391千円（前期比11.0%増）、経常利益は

1,125,813千円（前期比11.0%増）、当期純利益は759,938千円（前期比

10.7%増）となっております。また、当事業年度のページビュー（PV）数

は138,556千PV（前期比0.0%減）、「楽待」ウェブサイト会員数は358千人

（前期比14.7%増）、物件掲載数は59千件（前期比15.8%増）となっており

ます。

（注）出典　株式会社電通「2022年　日本の広告費」
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② 設備投資の状況

当事業年度中における設備投資の総額は27,441千円で、その主なものは

楽待CM作成のための業務委託や器具及び備品の購入であり、これに要し

た資金はすべて自己資金で賄っております。

③ 資金調達の状況

該当事項はありません。

区 分
第 15 期

(2020年７月期)
第 16 期

(2021年７月期)
第 17 期

(2022年７月期)

第 18 期
(当事業年度)
(2023年７月期)

営 業 収 益(千円) 1,671,791 1,716,451 1,875,838 2,093,089

経 常 利 益(千円) 867,721 809,149 1,013,999 1,125,813

当 期 純 利 益(千円) 569,201 497,951 686,390 759,938

１株当たり当期純利益 (円) 49.52 44.35 62.28 70.09

総 資 産(千円) 3,942,590 4,279,858 4,705,044 5,412,374

純 資 産(千円) 3,712,124 3,910,162 4,364,357 4,913,581

１株当たり純資産 (円) 323.97 353.03 399.49 454.32

(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

(3) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社の状況

　該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況

　該当事項はありません。
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(4) 対処すべき課題

　　①継続的な成長について

当社は、不動産投資ポータルサイト「楽待」の成長が、安定的・継続的な事

業発展に必要不可欠であり、「楽待」への物件及び不動産会社等の掲載数の

増加とサイト訪問者数の増加を図ることが必須であると考えております。

今後も当社サイト内のコンテンツ及びサービスの充実による利便性向上、掲

載物件情報の拡充及び健全なサイト運営等を強化し、不動産投資家及び不動

産会社・リフォーム会社等に必要不可欠なサイトを目指してまいります。

　　②組織体制の強化について

当社は少人数で効率的な組織運営を行ってまいりましたが、事業のさらなる

成長のためには、優秀な人材確保及び人材育成が重要な課題であると考えて

おります。

今後も、優秀な人材を確保するため、採用力向上と公正な人事システム構築

に努めてまいります。

　　③システムの安定性の確保

当社の不動産投資ポータルサイト事業におきましては、インターネット上で

サービスを提供している関係上、安定したサーバー環境や通信環境を維持す

る必要があります。

そこで当社では、利用者数の増加に伴うアクセス数増加を考慮したサーバー

機器の整備、負荷分散システムの導入等が重要となります。今後も設備投資

等を継続的に行い、システムの安定性確保に取り組んでまいります。

　　④経営管理体制の強化

当社は、企業価値の持続的な拡大を図る上で、コーポレート・ガバナンスが

不可欠であると認識し、業務の適正性及び財務報告の信頼性の確保、さらに

は健全な倫理観に基づく法令遵守の徹底に努めております。

今後も、組織が健全かつ有効、効率的に運営されるように内部管理体制の整

備、強化、見直しを行うとともに、法令遵守の徹底に努めてまいります。

事 業 区 分 事 業 内 容

不動産投資ポータル
サ イ ト 事 業

不動産投資ポータルサイト「楽待」の運営

(5) 主要な事業内容（2023年７月31日現在）
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本 社 東京都中央区

大 阪 オ フ ィ ス 大阪府大阪市

(6) 主要な営業所及び工場（2023年７月31日現在）

従 業 員 数 前事業年度末比増減

71名 ５名増

(7) 使用人の状況（2023年７月31日現在）

　　　　　　（注） パート及びアルバイト等の臨時従業員は含めておりません。

(8) 主要な借入先の状況（2023年７月31日現在）

　　　該当事項はありません。

(9) その他会社の現況に関する重要な事項

　該当事項はありません。
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(1) 発行可能株式総数 40,000,000株

(2) 発行済株式の総数 11,844,400株

（うち自己株式1,029,121株）

(3) 株主数 2,050名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

坂 口 直 大 7,523千株 69.56％

NORTHERN TRUST CO.（AVFC)RE NON 
T R E A T Y  C L I E N T S  A C C O U N T

413 3.83

G o l d m a n  S a c h s  B a n k  E u r o p e 
S E , L u x e m b o u r g  B r a n c h

328 3.04

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行
（ 信 託 口 ）

301 2.79

日本マスタートラスト信託銀行株式
会 社 （ 信 託 口 ）

189 1.75

R E  F U N D  1 0 7 - C L I E N T  A C 183 1.70

OCODIAN TRUST(CAYMAN)LIMITED 
AS TRUSTEE ON BEHALF OF 
HAYATE JAPAN EQUITY LONG・
SHORT FUND A SUB・FUND OF 
HAYATE JAPAN UNIT TRUST

170 1.57

山 下 良 久 97 0.91

青 柳 進 矢 80 0.74

CACEIS BANK/QUINTET LUXEMBOURG 
SUB AC/UCITS CUSTOMERS ACCOUNT

78 0.72

２. 株式の状況（2023年7月31日現在）

(4) 大株主（上位10名）

（注）１. 当社は、自己株式を1,029,121株保有しておりますが、上記大株主か

らは除外しております。

２. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

３. 新株予約権等の状況

該当事項はありません。
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氏 名 地位及び担当 重 要 な 兼 職 の 状 況

坂 口 直 大 代 表 取 締 役 社 長

青 柳 進 矢
取 締 役
（ 開 発 部 長 ）

古 田 　 力 取 締 役

千 勝 和 夫 常 勤 監 査 役
株式会社寶友
取締役

寳 角 　 淳 監 査 役

株式会社ストリーム
代表取締役副社長
株式会社ビジョン
監査役

森 　 一 生 監 査 役

代官山綜合法律事務所
代表弁護士
Retty株式会社
取締役監査等委員
株式会社出前館
取締役（社外）

４. 会社役員に関する事項

(1) 取締役及び監査役の氏名等

（注）１. 取締役古田力氏は、社外取締役であります。

２. 監査役千勝和夫、寳角淳及び森一生の各氏は、社外監査役であります。

３. 監査役千勝和夫氏は、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しておりま

す。

４. 監査役寳角淳氏は、公認会計士及び税理士の資格を有しており、財務及び会計

に関する相当程度の知見を有しております。

５. 監査役森一生氏は、弁護士の資格を有しており、法務に関する相当程度の知見

を有しております。

６. 当社は、古田力、千勝和夫、寳角淳及び森一生の各氏を、株式会社東京証券取

引所の定めに基づく独立役員として同取引所に届けております。
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区 分 員 数 報 酬 等 の 額

取 締 役
（う　ち　社　外　取　締　役）

3名
（1）

47,400千円
（2,400）

監 査 役
（う　ち　社　外　監　査　役）

3名
（3）

10,800千円
（10,800）

合 計 6名 58,200千円

(2) 当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等

①取締役及び監査役の報酬等の決定方針に関する事項

　当社では、株主の皆様への利益還元を経営上の重要課題として認識すると

ともに、中長期的な成長のための内部留保とのバランス等を総合的に勘案し

て役員報酬を決定しております。

②取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

　取締役の報酬は、2013年10月25日開催の第８回定時株主総会において、年

額150,000千円以内と決議しております。当該決議時の対象とされていた役

員の員数は３名であります。また別枠で、2013年10月25日開催の第８回定時

株主総会において、ストック・オプション報酬額として年1,500個分の公正

な評価額以内と決議しております。当該決議の対象とされていた役員の員数

は３名であります。

　監査役の報酬は、2008年９月29日開催の第３回定時株主総会において、年

額30,000千円以内と決議しております。当該決議時の対象とされていた役員

の員数は１名であります。

③取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項

　取締役の個人別の報酬等については、2022年10月28日開催の取締役会にて

代表取締役社長　坂口直大に取締役の個人別の報酬額の具体的内容の決定を

委任する旨の決議をしております。その権限の内容は、各取締役の基本報酬

の額であり、この権限を委任した理由は、当社全体の業績を俯瞰することが

でき、全ての取締役に対し客観的な評価を下すことができると判断したため

であります。

④取締役及び監査役の報酬等の総額等

※報酬はすべて基本報酬のみになります。業績連動報酬及び非金銭報酬等はあ

りません。
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(3) 社外役員に関する事項

①重要な兼職先である他の法人等と当社との関係

・監査役千勝和夫氏は、株式会社寶友の取締役であります。当社と兼職先

との間には特別の関係はありません。

・監査役寳角淳氏は、株式会社ストリームの代表取締役副社長及び株式会

社ビジョンの監査役であります。当社と各兼職先との間には特別の関係

はありません。

・監査役森一生氏は、代官山綜合法律事務所の代表弁護士及びRetty株式

会社の取締役監査等委員、株式会社出前館の社外取締役であります。当

社と各兼職先との間には特別の関係はありません。
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主 な 活 動 状 況

取締役 古 田 　 力

当事業年度に開催された取締役会13回のうち13回に出席

いたしました。出席した取締役会において、金融機関及

び事業会社の取締役・監査役としての豊富な知識・経験

を有しており、経営全般の観点から適宜発言を行ってお

ります。

監査役 千 勝 和 夫

当事業年度に開催された取締役会13回のうち13回、監査

役会13回のうち13回に出席いたしました。出席した取締

役会において、事業会社の監査役としての豊富な経験と

専門的見地から適宜質問し、取締役会の意思決定の妥当

性・適正性を確保するための発言を行っております。

また、当事業年度に開催された監査役会において、監査

結果についての意見交換、監査に関する重要事項の協議

を行っております。

監査役 寳 角 　 淳

当事業年度に開催された取締役会13回のうち13回、監査

役会13回のうち13回に出席いたしました。出席した取締

役会において、公認会計士としての専門的見地から適宜

質問し、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保す

るための発言を行っております。

また、当事業年度に開催された監査役会において、監査

結果についての意見交換、監査に関する重要事項の協議

を行っております。

監査役 森 　 一 生

当事業年度に開催された取締役会13回のうち13回、監査

役会13回のうち13回に出席いたしました。出席した取締

役会において、弁護士としての専門的見地から適宜質問

し、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するた

めの発言を行っております。

また、当事業年度に開催された監査役会において、監査

結果についての意見交換、監査に関する重要事項の協議

を行っております。

②当事業年度における主な活動状況

　出席状況及び発言状況並びに社外取締役に期待される役割に関して行った

職務の概要

③責任限定契約の内容の概要

　当社と社外取締役及び各社外監査役は、定款及び会社法第427条第１項

の規定により、損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契
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約に基づく責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としておりま

す。

(4)会社役員が締結している補償契約に関する事項

　該当事項はありません。

(5)会社の役員等賠償責任保険契約に関する事項

　当社は、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険

会社との間で締結し、被保険者が負担することになる争訴費用及び損害賠償金

等を当該保険契約により補填することとしております。

　当該契約の被保険者は当社及び取締役・監査役などの管理監督的立場にある

者であり、すべての被保険者にかかる保険料を全額当社が負担しております。
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報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等
の額

9,900千円

当社が会計監査人に支払うべき金銭そ
の他の財産上の利益の合計額

9,900千円

５. 会計監査人の状況

(1) 名称　　　　　　　　　　アーク有限責任監査法人

(2) 報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品

取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区

分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合

計額を記載しております。

２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬

見積りの算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行った上で、

会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

(3) 非監査業務の内容

　該当事項はありません。

(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

　当社監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合など、その必

要があると判断した場合には、会計監査人の解任又は不再任に関する議案を

決定し、当社取締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出い

たします。また、会計監査人が会社法第３４０条第１項各号に定める項目に

該当すると認められた場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が会計監

査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最

初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任理由

を報告いたします。

(5) 責任限定契約の内容の概要

　該当事項はありません。
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６. 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

(1) 業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制そ

の他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以

下のとおりであります。

１. 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する

ための体制

a. 当社では、取締役及び使用人がコンプライアンス意識をもって、法令、

定款、社内規程等に則った職務執行を行っております。

b. 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては、弁護士

や警察等とも連携して、毅然とした姿勢で組織的に対応しております。

c. 取締役会は、法令諸規則に基づく適法性及び経営判断に基づく妥当性を

満たすよう、業務執行の決定と取締役の職務の監督を行っております。

d. 監査役は、独立した立場から法令が定める権限を行使し、取締役の職務

の執行を監査しております。

e. 取締役及び使用人の法令違反については、就業規則等に基づき、処罰の

対象としております。

２. 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

a. 重要な会議体の議事録等、取締役の職務の執行に係る情報を含む重要文

書（電磁的記録を含む。）は、当該規程等の定めるところに従い、適切

に保存、管理しております。

b. 管理部門を管掌する取締役を担当役員とし、各規程に基づき情報資産の

保護・管理を行っております。

３. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

a. 取締役は、当社の事業に伴う様々なリスクを把握し、統合的にリスク管

理を行うことの重要性を認識した上で、諸リスクの把握、評価及び管理

に努めております。

b. 不測の事態が発生した場合には、管理部門を管掌する取締役を対応責任

者とし、リスクの内容により顧問弁護士等、社外の専門家を含む対策本

部を編成し迅速かつ適切に対応し、損失を最小限に抑えることとしてお

ります。

４. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

a. 取締役会は、定款及び取締役会規程に基づき運営し、月次で定時開催

し、または必要に応じて随時開催しております。

－ 14 －



b. 取締役は緊密に意見交換を行い、情報共有を図ることにより、効率的、

機動的かつ迅速に職務を執行しております。

c. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するために、組織規

程、業務分掌規程及び稟議規程を制定しております。

d. 「業務分掌規程」「職務権限規程」「稟議規程」等、各種社内規程を整

備し、各役職者の権限及び責任の明確化を図り、適正かつ効率的な職務

の執行が行われる体制を構築しております。

５. 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

a. 職務権限を定めて責任と権限を明確化し、各部門における執行の体制を

確立しております。

b. 必要となる各種の決裁制度、社内規程及びマニュアル等を備え、これを

周知し運営しております。

c. 個人情報管理責任者を定め、同責任者を中心とする個人情報保護体制を

構築し、運営しております。また、同責任者の指揮下に事務局を設け、

適正な個人情報保護とその継続的な改善に努めております。

６. 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項及び当該使用人の取締役か

らの独立性に関する事項

a. 監査役は、監査役の指揮命令に服する使用人（以下、「監査役の補助

者」という。）を置くことを取締役会に対して求めることができます。

b. 監査役の補助者は、監査役より指示された監査業務の実施に関して取締

役の指揮命令系統から独立しております。

c. 監査役の補助者の人事異動、人事評価及び懲戒処分については、監査役

の事前の同意を必要としております。

７. 監査役の職務を補助すべき使用人に対する指示の実効性の確保に関する事

項

監査役の補助者は、監査役の指示に従い、監査役の監査に必要な調査をする

権限を有します。

８. 監査役の職務の遂行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続その他

の職務遂行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

監査役が通常の監査によって生ずる前払費用を請求した場合は、速やかに処

理しております。通常の監査費用以外に、緊急の監査費用、専門家を利用す

る新たな調査費用が発生する場合においては、監査役は担当役員に事前に通

知するものとしております。
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９. 監査役へ報告した者が当該報告したことを理由として不利な取扱いを受け

ないことを確保するための体制

監査役への報告を行った当社の役員及び使用人に対し、当該報告をしたこと

を理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社の役員及び使

用人に周知徹底しております。

１０. 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制

a. 取締役及び使用人は、法定の事項に加え、当社に重大な影響を及ぼすお

それのある事項、重要な会議体で決議された事項、内部監査の状況等に

ついて、遅滞なく監査役に報告しております。

b. 取締役及び使用人は、監査役の求めに応じ、速やかに業務執行の状況等

を報告しております。

１１. その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

a. 監査役は、定期的に代表取締役と意見交換を行っております。また、必

要に応じて当社の取締役及び重要な使用人からヒアリングを行っており

ます。

b. 監査役は、必要に応じて監査法人と意見交換を行っております。

c. 監査役は、必要に応じて独自に弁護士及び公認会計士その他の専門家の

助力を得ることができます。

d. 監査役は、定期的に内部監査担当と意見交換を行い、連携の強化を図っ

ております。

(2) 当該体制の運用状況

財務報告の有効性に関する評価、各部署における業務の統制の状況並びに法

令遵守の状況においては、常勤監査役と内部監査室が連携して計画的に実施

する内部監査により検証しており、各々の検証結果については内部監査報告

書として代表取締役及び常勤監査役に対し、報告を行っております。また、

常勤監査役は、経営に重大な影響を及ぼすリスクについて適切に対応してい

るか、業務執行を行う取締役に適時確認しており、その検証結果は監査役会

において情報共有し、必要に応じて代表取締役に報告しております。
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科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

前 払 費 用

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額

無 形 固 定 資 産

商 標 権

ソ フ ト ウ ェ ア

投資その他の資産

敷 金

破 産 更 生 債 権 等

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金
　

5,189,604

4,780,169

328,422

11,951

71,316

△2,256

222,769

51,984

33,505

68,189

△49,710

47,265

854

46,411

123,519

67,710

165

12,541

43,268

△165
　

流 動 負 債 498,792

未 払 金 47,273

未 払 費 用 7,719

前 受 金 95,756

未 払 法 人 税 等 234,350

未 払 消 費 税 等 51,709

預 り 金 16,383

賞 与 引 当 金 45,600

負 債 合 計 498,792

（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 4,913,581

資 本 金 87,357

資 本 剰 余 金 970,308

資 本 準 備 金 7,355

その他資本剰余金 962,953

利 益 剰 余 金 4,655,240

利 益 準 備 金 14,484

その他利益剰余金 4,640,756

繰越利益剰余金 4,640,756

自 己 株 式 △799,324

純 資 産 合 計 4,913,581

資 産 合 計 5,412,374 負 債 純 資 産 合 計 5,412,374

貸　借　対　照　表

（2023年7月31日現在）
（単位：千円）
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(2022年８月１日から
2023年７月31日まで)

科 目 金 額

営 業 収 益 2,093,089

営 業 費 用 967,697

営 業 利 益 1,125,391

営 業 外 収 益

受 取 利 息 40

雑 収 入 930 970

営 業 外 費 用

支 払 手 数 料 549 549

経 常 利 益 1,125,813

税 引 前 当 期 純 利 益 1,125,813

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 375,810

法 人 税 等 調 整 額 △9,935 365,874

当 期 純 利 益 759,938

損　益　計　算　書

（単位：千円）
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(2022年８月１日から
2023年７月31日まで)
株 主 資 本

純資産
合 計資本金

資 本 剰 余 金 利益剰余金

自己
株式

株主資本
合計資本

準備金
その他

資本剰余金
資本剰余
金合計

利益
準備金

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 87,357 7,355 960,731 968,086 14,484 4,000,991 4,015,475 △706,561 4,364,357 4,364,357

当 期 変 動 額

当 期 純 利 益 759,938 759,938 759,938 759,938

剰余金の配当 △120,173 △120,173 △120,173 △120,173

自己株式の取得 △109,834 △109,834 △109,834

自己株式の処分 2,222 2,222 17,072 19,294 19,294

当期変動額合計 － － 2,222 2,222 － 639,765 639,765 △92,762 549,224 549,224

当 期 末 残 高 87,357 7,355 962,953 970,308 14,484 4,640,756 4,655,240 △799,324 4,913,581 4,913,581

株主資本等変動計算書

（単位：千円）
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個別注記表

１.重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 建物については定額法、工具、器具及び備品につ

いては定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　　　　　　　18年

工具、器具及び備品　　　４年～15年

② 無形固定資産 定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

商標権　　　　　　　　　　　　10年

自社利用のソフトウエアについては、社内におけ

る利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用し

ております。

(2) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については、個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員の賞与支給に備えて、賞与支給見込額の当

事業年度負担額を計上しております。

(3) 収益及び費用の計上基準

   不動産投資ポータルサイト事業

  不動産投資ポータルサイト事業は、主に不動産会社向けに、物件掲載サービ

ス、提案サービス、広告サービス、セミナー掲載サービスの提供を行っておりま

す。これらは、履行義務が一時点で履行充足される取引であり、顧客にサービス

が提供された時点で収益を認識しております。
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当事業年度
期首株式数
（株）

当事業年度
増加株式数
（株）

当事業年度
減少株式数
（株）

当事業年度末
株式数（株）

発行済株式

普通株式 11,844,400 － － 11,844,400

合計 11,844,400 － － 11,844,400

自己株式

普通株式 919,521 131,600 22,000 1,029,121

合計 919,521 131,600 22,000 1,029,121

決 議
株式の

種 類

配 当 の

原 資

配 当 金

の 総 額

1株当たり

配 当 額
基 準 日

効 力

発 生 日

2 0 2 2 年

1 0 月 2 8 日

定時株主総会

普 通

株 式

利 益

剰 余 金

120,173

千円
11円

2 0 2 2 年

７月31日

2 0 2 2 年

10月31日

決 議 予 定
株式の

種 類

配 当 の

原 資

配 当 金

の 総 額

1株当たり

配 当 額
基 準 日

効 力

発 生 日

2 0 2 3 年

1 0 月 2 7 日

定時株主総会

普 通

株 式

利 益

剰 余 金

151,413

千円
14円

2 0 2 3 年

７月31日

2 0 2 3 年

10月30日

２.株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当事業年度の発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する

事項

（注）１．普通株式の自己株式の増加は、取締役会決議による自己株式の取得による

　　　増加131,600株であります。

２．普通株式の自己株式の減少は、取締役会決議による自己株式の処分による

減少22,000株であります。

３．当社は2023年８月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っておりま

すが、当該注記に記載している事項は、株式分割前の株式数を基準としており

ます。

(2) 剰余金の配当に関する事項

①配当金支払額等

　②基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度になるもの
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該当事項はありません。

サービスの種類 売上金額

　物件掲載サービス 1,000,020千円

　提案サービス 324,835千円

　広告掲載サービス 507,312千円

　セミナー掲載サービス 96,770千円

　その他 164,152円

合計 2,093,089千円

(3) 当事業年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないもの

を除く。)の目的となる株式の種類及び数

３. 金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

　当社は、必要な資金は自己資金で賄っております。余資につきましては、普通預

金で保有しております。

②金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに

関しては、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等の悪化

等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。回収遅延債権については、

定期的に各担当者に報告され、個別に把握及び対応を行う体制としております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

　2023年７月31日における貸借対照表の内、現金は注記を省略しており、預金及び売

掛金については短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから注記を省

略しております。

４.収益認識に関する注記

（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「（３）収益及び費用の計上基準」

に記載のとおりであります。
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当事業年度

　契約負債（期首残高） 73,287千円

　契約負債（期末残高） 95,756千円

繰延税金資産

賞与引当金 15,773千円

未払費用 2,396千円

未払事業税 21,783千円

前払費用 333千円

敷金 733千円

減価償却費 2,246千円

繰延税金資産小計 43,268千円

　評価性引当額 －千円

繰延税金資産合計 43,268千円

(1) １株当たり純資産額 227円16銭

(2) １株当たり当期純利益 35円05銭

（3）当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報

   ①契約負債の残高等

契約負債は、主に広告サービスに係る顧客からの前受金に関するものでありま

す。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。貸借対照表上、契約負債は

「前受金」に計上しております。

   ②残存履行義務に配分した取引価格

該当事項はありません。

５. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

６. １株当たり情報に関する注記

（注）当社は、2023年８月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行ってお

　　　ります。当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純

　　　資産額」、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

７. 重要な後発事象に関する注記

　　(株式分割および株式分割に伴う定款の一部変更）

　　当社は、2023年６月14日開催の取締役会決議に基づき、2023年8月1日付で株式分割及
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変更前 変更後

（発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数

は、4,000万株とする。

（発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数は、

8,000万株とする。

　び株式分割に伴う定款の一部変更を行っております。

　１．株式分割

（１）株式分割の目的

　株式分割による投資単位の水準の引き下げにより、当社株式の流動性の向上および投資

層のさらなる拡大を図ることを目的としております。

（２）分割の方法

　2023年７月31日最終の株主名簿に記録された株主の所有する普通株式１株につき、２株

の割合をもって分割いたしました。

（３）株式分割の概要

①　株式分割前の発行済株式総数11,844,400株

②　今回の分割により増加する株式数11,844,400株

③　株式分割後の発行済株式総数23,688,800株

④　株式分割後の発行可能株式総数80,000,000株

（４）株式分割の日程

①　基準日公告日2023年７月15日

②　基準日2023年７月31日

③　効力発生日2023年８月１日

（５）１株当たり情報に及ぼす影響

　１株当たり情報に及ぼす影響については、当該箇所に記載しております。

（６）資本金の額の変更

　今回の株式分割に際し、当社の資本金の額の変更はございません。

　２．株式分割に伴う定款の一部変更

（１）定款変更の理由

　今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2023年８月１日を効力発

生日として当社定款の一部を変更いたしました。

（２）定款変更の内容

　変更内容は以下のとおりです（下線部は変更箇所）。

（３）定款変更の日程

　効力発生日　　　2023年８月１日
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独立監査人の監査報告書

2023年９月14日

株式会社ファーストロジック

取締役会　御中

アーク有限責任監査法人
東京オフィス

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 木　村　ゆりか

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 上 田 正 樹
　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ファー
ストロジックの2022年８月１日から2023年７月31日までの第18期事業年度の計算
書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記
表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行っ
た。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状
況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監
査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職
業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、
その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責
任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含ま
れておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではな
い。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、
通読の過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過
程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがある
と判断した場合には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

会計監査報告
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は
誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類
等を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥
当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締
役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等
に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得
て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる
場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、
監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持し
て以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要
な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及
び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な
監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するための
ものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な
監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によっ
て行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価す
る。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかど
うか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じ
させるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実
性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除
外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書
日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業
は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含
めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や
会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時

期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見
事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職
業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合
理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記
載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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監　査　報　告　書

当監査役会は、2022年８月１日から2023年７月31日までの第18期事業年度

の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、

審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の

実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査

人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を

求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方

針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と

意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも

に、以下の方法で監査を実施しました。

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその

職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重

要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしまし

た。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適

合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確

保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3

項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に

基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役

及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を

受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施してい

るかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、

会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するため

の体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関す

る品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整

備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

監査役会の監査報告
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以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、

計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記

表）及びその附属明細書について検討いたしました。

２. 監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違

反する重大な事実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め

ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及

び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ

ん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人アーク有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当で

あると認めます。

2023年９月14日

株式会社ファーストロジック　監査役会

常勤監査役（社外監査役）千勝和夫　 ㊞
社外監査役 寳角　淳　 ㊞
社外監査役 森　一生　 ㊞

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件

　当社は株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題の一つと考え、将来の事 

業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を 

継続して実施していくことを基本方針としております。

　第18期の期末配当につきましては、配当性向20%を目途に実施していく方針か

ら１株当たり14円の配当を実施させていただきたいと存じます。

期末配当に関する事項

　①　配当財産の種類

　　　金銭といたします。

　②　配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　　　当社普通株式１株につき金14円といたしたいと存じます。

　　　なお、この場合の配当総額は151,413,906円となります。

　③　剰余金の配当が効力を生じる日

　　　2023年10月30日
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候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当社
の 株 式 数

１

さか

坂
 

　
ぐち

口
 

　
なお

直
 

　
ひろ

大

(1976年７月27日)

2001年３月 ウルシステムズ株式会社入社

2005年８月 当社設立 代表取締役社長

(現任)

7,523,200株

２

あお

青
 

　
やぎ

柳
 

　
しん

進
 

　
や

矢

(1970年10月16日)

1996年７月 株式会社アクティス入社

1998年５月 株式会社ビー・エイチ・ティ

入社

2007年10月 当社開発部長(現任)

2008年９月 当社取締役(現任)

80,000株

３

はやし

林
 

　
たか

隆　
ひろ

弘

（1976年12月20日）

1999年４月 日本電気株式会社（NEC）入社

2009年４月 HEROZ 株式会社設立代表取締

役 CEO（現任）

2022年９月 株式会社ストラテジット取締

役（現任）

2022年11月 バリオセキュア株式会社取締

役（現任）

－株

４

ま

馬
 

　
ぶち

渕
 

　
ま

磨
 

　
り

理
 

　
こ

子

(1984年４月27日)

2011年４月 株式会社ナチュラルケア・グ

ループ入社

2018年３月 株式会社日本クラウドキャピ

タル（現株式会社 FUNDINNO）

ECF アナリスト（現任）

2022年１月 一般社団法人日本金融経済研

究所代表理事（現任）

2023年６月 イー・ギャランティ株式会社

社外取締役（現任）

－株

第２号議案 取締役４名選任の件

　取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきま

しては、取締役４名の選任をお願いするものであります。

　取締役の候補者は、次のとおりであります。

（注）１. 各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２. 坂口氏は当社の大株主であり親会社等に当たります。

３.当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会

社との間で締結し、被保険者が負担することになる争訴費用及び損害賠償金等

を当該保険契約により補填することとしております。当該契約の被保険者は当

社及び取締役・監査役の管理監督的立場にある者であり、すべての被保険者に

かかる保険料を全額当社が負担しております。各候補者はこの被保険者であり

ます。当該保険契約の次回更新時においては更新を予定しております。
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４. 林氏・馬渕氏は、社外取締役候補者であります。

５. 林氏は、企業経営及びAI、ディープラーニング等の最先端技術の知識・経験を

豊富に有していることから、その専門性と経験を当社の経営に反映していただ

くことを期待しております。

６. 馬渕氏は、資産運用業務、経済アナリストとしての企業分析に関する知識・経

験を豊富に有していることから、その専門性と経験を当社の経営に反映してい

ただくことを期待しております。

７. 当社は林氏・馬渕氏が社外取締役として就任した場合には、定款及び会社法第

427条第１項の規定により損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であり

ます。当該契約に基づく責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額として

おります。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役が責任の原

因となった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られます。

８. 林氏・馬渕氏は東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしてお

り、独立役員として同取引所に届け出る予定であります。
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ふ  　 り 　  が 　  な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略歴及び当社における地位
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当
社の株式数

こん

近
 

　
どう

藤
 

　
よう

洋
 

　
いち

一

(1959年８月14日)

1985年１月 四国日本電気ソフトウェア入

社

2014年４月 NECソリューションイノベータ

株式会社入社

－株

第３号議案　監査役１名選任の件

　監査役のうち千勝和夫氏は本総会終結の時をもって任期満了となります。つき

ましては、監査役１名の選任をお願いしたいと存じます。

なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役の候補者は、次のとおりであります。

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．近藤氏は、社外監査役候補者であります。

３．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険

会社との間で締結し、被保険者が負担することになる争訴費用及び損害賠償金

等を当該保険契約により補填することとしております。当該契約の被保険者は

当社及び取締役・監査役の管理監督的立場にある者であり、すべての被保険者

にかかる保険料を全額当社が負担しております。当社は近藤氏が監査役に就任

した場合には、同氏が被保険者となる会社法第430条の３第１項に規定する役

員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結する予定であります。

４．近藤氏を社外監査役候補者とした理由及び同氏が職務を適切に遂行できるもの

と判断した理由は、他社でのシステム開発及び監査役支援業務の知識・経験を

豊富に有していることから、社外監査役に選任された場合には、その専門性と

経験を当社の業務執行の指導及び監査に活かしていただけるものと判断してお

ります。

５．当社は近藤氏が社外監査役として就任した場合には、定款及び会社法第427条

第１項の規定により損害賠償責任を限定する契約する予定であります。当該契

約に基づく責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としております。な

お、当該責任限定が認められるのは、当該社外監査役が責任の原因となった職

務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られます。

６．近藤氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、独

立役員として同取引所に届け出る予定であります。
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ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名

（生 年 月 日）

略 歴 及 び 当 社 に お け る 地 位
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する当
社の株式数

さか

坂
 

　
した

下
 

　
なお

尚
 

　
や

弥

(1984年７月18日)

2007年12月 有限責任あずさ監査法人入所

2013年３月 公認会計士登録

2013年６月 小谷野公認会計士事務所入所

2015年10月 税理士登録

2015年10月 坂下尚弥公認会計士事務所所

長（現任）

2017年８月 当社監査役

　　　－株

第４号議案 補欠監査役１名選任の件

　法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役１名の選

任をお願いするものであります。

　なお、補欠監査役の選任の効力は、就任前に限り、監査役会の同意を得て、取

締役会の決議によりその選任を取り消すことができるものとします。

　また、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　補欠監査役の候補者は、次のとおりであります。

（注）１. 候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２. 坂下氏は、補欠の社外監査役候補者であります。

３. 当社は坂下氏が社外監査役に就任された場合には、同氏が被保険者となる会社

法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で

締結する予定であります。

４. 坂下氏を補欠の社外監査役候補者とした理由は、公認会計士及び税理士として

の専門知識・経験及び会計事務所経営者としての経験を有しており、当社の経

営全般に対して提言いただくとともに、当社の業務執行の指導及び監査に活か

していただくためであります。

５. 坂下氏が社外監査役として就任した場合には、定款及び会社法第427条第１項

の規定により損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契

約に基づく責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としております。な

お、当該責任限定が認められるのは、当該社外監査役が責任の原因となった職

務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られます。

以上
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株主総会 会場ご案内図

東京都中央区京橋一丁目10番７号
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地下街

日本橋二丁目

日本橋駅

宝町駅

京橋駅

AP日本橋

AP東京八重洲

(ＴＥＬ) ０３－６２２８－８１０９

交通のご案内

ＪＲ各線「東京駅」八重洲中央口（八重洲地下街24出口）より

　　　　　　　　　　　　　　 徒歩約６分

地下鉄

東京メトロ銀座線「日本橋駅」 徒歩約５分

　　　　　　　　「京橋駅」　 徒歩約４分

都営浅草線　　　「宝町駅」　 徒歩約４分


